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 「
す
ご
い
ぞ
！ 

江
戸
の
科
学
」
展 

時
代
を
動
か
し
た
地
図
・
暦
・
和
算
の
力 

 

八
月
二
十
一
日
、
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
の
企
画

展
「
す
ご
い
ぞ
！
江
戸
の
科
学 

―
時
代
を
動
か
し

た
地
図
・
暦
・
和
算
の
力
―
」
を
見
学
し
て
き
た
。

非
常
に
内
容
の
濃
い
素
晴
ら
し
い
展
示
会
だ
っ
た
。 

 

往
復
と
も
珍
し
く
八
高
線
を
利
用
し
た
。
一
時
間

に
一
本
あ
る
か
な
い
か
の
ロ
ー
カ
ル
線
だ
が
、
子
供

の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
八
高
線
だ
。
高
麗
川

駅
か
ら
は
ボ
ッ
ク
ス
型
の
四
人
席
を
一
人
占
め
し
て
、

昔
か
ら
見
て
い
る
景
色
を
眺
め
な
が
ら
の
一
時
間
余

り
は
楽
し
い
。
北
藤
岡
駅
で
降
り
て
、
そ
こ
か
ら
汗

だ
く

く
で
歩
い
た
。
途
中
「
岩
鼻
町
」
と
い
う

交
差
点
が
あ
っ
た
。「
岩
鼻
陣
屋
」
の
あ
っ
た
所
だ
。

武
州
一
揆
の
際
、
村
役
人
側
は
一
揆
勢
を
引
き
止
め

に
行
く
組
と
、
岩
鼻
陣
屋
へ
通
報
に
行
く
組
と
に
分

か
れ
た
と
い
う
。
上
名
栗
か
ら
こ
の
陣
屋
ま
で
い
っ

た
い
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
大
変
な
労
力
で

あ
っ
た
の
が
実
感
で
き
る
。 

 

さ
て
、
展
示
会
は
「
地
図
・
暦
・
和
算
の
力
」
と 

あ
る
が
、
地
図
・
暦
が
表
で
、
和
算
は
裏
で
縁
の
下

の
力
持
ち
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
展
示
会
の
立
派
な

解
説
書
が
売
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
引
用
し
な
が

ら
幾
つ
か
紹
介
し
た
い
。 

★
渋
川
春
海
の
天
球
儀（
寛
文
十
三
年(

一
六
七
三)

）。

銅
製
、
作
は
津
田
友
正
と
い
う
。
春
海
が
安
井
算
哲

(
二
世)

と
称
し
て
い
た
時
の
も
の
。結
構
大
き
く（
天

球
の
径52.8

）
見
応
え
が
あ
っ
た
。 

★
関
孝
和
の
肖
像
画
三

幅
。
一
つ
は
よ
く
見
る

一
関
市
博
物
館
蔵
の
も

の
。
長
谷
川
寛
が
想
像

に
よ
っ
て
描
か
せ
た
も

の
と
い
う
。
二
つ
は
射

水
市
新
湊
博
物
館
の
も

の
で
、
正
装
し
た
厳
し

い
表
情
の
も
の
。
も
う
一
つ
の
日
本
学
士
院
の
も
の

を
モ
デ
ル
に
し
た
と
い
う
。学
士
院
の
も
の
に
は「
日

下
開
算
関
新
助
孝
和
先
生
之
像
」と
書
か
れ
て
い
る
。

日
下
は
「
ひ
の
も
と
」
と
読
む
の
か
？ 

★
『
寛
政
重
修
諸

家
譜
』（
国
立
公
文

書
館
、
写
本
）
が

あ
り
、
孝
和
に
つ

い
て
「
考
和 

新

助 

關
五
郎
左
衛

門
某
か
養
子
」
と

あ
る
部
分
も
展
示
さ
れ
て
い
て
驚
い
た
。 

★
甲
府
藩
士
と
し
て
の
孝
和
を
示
す
も
の
と
し
て
検

地
帳
二
種
類
と
分
限
帳
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
前
者

で
は
通
常
の
職
務
の
様
子
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
後
者
の
分
限
帳
は
職
員
録
で
、「
蝶 

同(

二
百

俵)

天
龍
寺
前 

関
新
助
」
と
あ
る
。
天
龍
寺
は
現
在

の
新
宿
駅
と
新
宿
御
苑
の
間
に
あ
っ
た
と
い
う
。
勿

論
甲
府
藩
士
だ
が
江
戸
詰
め
で
あ
っ
た
。 

★
吉
宗
の
直
筆
質
問
書
。
こ
れ
は
面
白
い
。「
有
徳
院

様
暦
数
御
尋
之
御
筆
」（
茨
城
県
立
歴
史
館
蔵
）
と
い

う
。
有
徳
院
は
八
代
将
軍
吉
宗
の
こ
と
。
吉
宗
は
天

文
暦
法
に
関
心
を
持
っ
て
い
て
禁
書
の
緩
和
令
（
享

保
五
年
）
も
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
『
暦
算
全
書
』
も

訳
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（
中
根
元
圭
の
訓
点
和
訳
）。
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自
ら
天
体
観
測
し
観
測
機
器
の
考
案
も
し
、
改
暦
に

意
欲
を
示
し
て
い
た
吉
宗
は
、
学
術
顧
問
の
建
部
賢

弘
や
そ
の
弟
子
の
中
根
元
圭
（
飯
能
の
千
葉
歳
胤
は

元
圭
の
門
人
）、長
崎
の
西
川
如
見
ら
に
度
々
天
文
暦

学
に
つ
い
て
質
問
し
、意
見
を
求
め
て
い
た
と
い
う
。

展
示
物
は
渋
川
春
海
の
貞
享
暦
や
郭
守
敬
の
授
時
暦
、

時
憲
暦
（
清
朝
の
暦
法
。
西
洋
新
法
で
イ
エ
ズ
ス
会

宣
教
師
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
暦
で
、
伝
統
的
な
中

国
暦
法
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
）
や
日
食
な
ど
に

つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
解
読
文
を
示
す
。 

 

一
貞
享
暦
ハ
授
時
暦
ニ

少
々
了
簡
を
加
へ
組
立
候 

も
の
ゝ
様
ニ

兼
而
承
及
候
右
両
暦
ノ
違
目 

承
度
事
口
上
ニ
而

ワ
ク
れ
難
ク
候
ハ
ゝ
書
付
見
申

度
事 

一
此
間
之
書
付
ニ

惣
而

蝕
之
義
者
實
測
と
算
法
と 

度
々
逢
不
申
も
の
之
由
然
者
暦
法
之
善 

悪
何
を
以
而

極
申
候
哉 

一
授
時
暦
之
組
立
ハ
書
物
も
渡
り
此
方
と
も
相
知 

有
之
候
事
ニ

候
哉 

一
時
憲
暦
ハ
何
の
世
誰
人
の
作
と
哉
是
ハ
組
立 

 

等
相
知
レ

不
申
候
哉 

一
授
時
暦
補
術
と
ハ
授
時
暦
の
不
足
を
補
た
る 

 

義
ニ

候
哉 

一
あ
ら
ん
た
な
と
ハ
節
合
ニ
而

暦
も
四
通
に
て 

 

く
り
廻
シ

く
ニ

用
候
由
此
節
合
斗
之
儀
ハ 

 

い
つ
迠
も
違
申
こ
と
ハ
無
之
致
シ

安
キ

事 

 

ニ

候
哉 

 

（
最
後
の
文
章
は
私
に
は
意
味
が
不
明
） 

 

★
建
部
賢
弘
の
日
本
図
（
写
し
）。「
享
保
年
度
幕
府

撰
建
部
賢
弘
日
本
図
」
と
あ
る
。
縮
尺
21
万6000

分
の
１
。
解
説
書
に
は
享
保
十
年
完
成
と
あ
る
が
、

他
の
資
料
に
は
同
八
年
と
も
。
あ
の
建
部
賢
弘
が
吉

宗
の
命
で
作
成
し
た
と
い
う
。
建
部
賢
弘
―
―
中
根

元
圭
―
―
千
葉
歳
胤
の
伝
系
は
天
文
暦
術
の
系
統
と

い
わ
れ
る
。
勿
論
関
孝
和
の
高
弟
で
あ
っ
た
。
日
本

数
学
学
会
に
は
関
孝
和
賞
、
建
部
賢
弘
賞
と
い
う
の 

が
あ
る
。 

 

★
伊
能
忠
敬
の
日
本
地
図
や
測
量
器
具
な
ど
は
全
て

何
年
か
前
に
国
宝
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
が

展
示
さ
れ
て
い
た
。
興
味
深
か
っ
た
の
は
「
伊
能
忠

敬
像
（
肖
像
画
）」
で
あ
っ
た
。
裃
を
着
け
、
腰
に
小

刀
を
差
し
、
左
脇
に
大
刀
が
置
か
れ
て
い
る
。
忠
敬

は
享
和
元
年(

一
八
〇
一)

天
明
年
間
の
窮
民
救
済
の
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功
で
幕
府
勘
定
奉
行
か
ら
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
の
時
期
に
は
佐
原
の
名
主
を
務
め
て

い
た
。
伊
能
忠
敬
唯
一
の
肖
像
画
で
、
忠
敬
死
後
、

孫
の
忠
誨(

た
だ
の
り)

が
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
を
幕

府
に
献
上
す
る
と
き
に
忠
敬
の
弟
子
の
青
木
勝
次
郎

に
描
か
せ
た
も
の
と
い
わ
れ
る
（
香
取
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
：
香
取
市
観
光
サ
イ
ト
）。こ
の
肖
像
画
に
は「
賛
」

が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
示
す
。 

   
 
 

    

家
門
業
を
修
め
前
烈
に
篤
し 

地
域
圖
を
成
し
國
恩
に
報
い
る 

知
る
是
勤
渠
不
朽
の
事 

能
餘
慶
を
し
て
児
孫
に
在
ら
し
む 

 
 
 

辱
知
の
弟
久
保
木
清
淵
拝
書
す 

 

（
忠
敬
殿
は
）
伊
能
家
代
々
の
家
業
を
発
展
さ
せ 

地
図
を
つ
く
る
こ
と
で
幕
府
の
恩
に
も
報
い
た 

そ
の
仕
事
ぶ
り
は
丁
寧
な
も
の
で
あ
り
不
朽
の
価
値

を
持
つ 

よ
っ
て
幸
せ
が
子
孫
に
ま
で
及
ぶ
だ
ろ
う 

 
 
 
 

弟
子
の
久
保
木
清
淵
が
謹
ん
で
書
す 

 

（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
第96

回
企
画
展
Ｑ
＆
Ａ

Ｖ
ｏ
ｌ
３
よ
り
） 

 

★
安
政
七
年
の
八
幡
八
幡
の
算
額
。
中
曽
根
慎
吾
宗

邡
の
門
人
ら
が
奉
納
し
た
算
額
。
実
は
私
は
こ
の
算

額
を
五
年
弱
前
の
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
十
三
日

に
見
学
し
て
い
る
。見
学
の
動
機
は
門
人
の
中
に「
中

曽
根
梅
干
之
助
邡
規
」
の
名
の
あ
る
こ
と
を
知
っ
た

こ
と
に
よ
る
不
純
な
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
古
文
書

の
勉
強
の
中
で
「
米
津
梅
干
之
輔
」
の
名
が
出
て
き

て
、「
梅
干
之
輔(

助)

」
の
名
が
面
白
い
と
色
々
調
べ

て
い
た
。
そ
の
一
環
で
見
学
に
行
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
問
題
は
難
問

揃
い
の
よ
う
な
の

で
ま
だ
調
べ
て
い

な
い
。
中
曽
根
梅

干
之
助
の
場
合
、

「
梅
干
之
助
」
を

何
と
読
む
か
。「
ほ

や
の
す
け
」「
か
や

の
す
け
」
そ
れ
と

も
「
う
め
ぼ
し
の

す
け
」
か
？ 

（
写
真
は
私
が
昔

撮
っ
た
も
の
） 

★
文
化
八
年
の
榛
名

神
社
の
算
額
。
石
田

玄
圭
の
門
人
ら
が
奉

納
し
た
算
額
。
こ
の

算
額
は
平
成
二
十
四

年
一
月
に
榛
名
歴
史

民
俗
資
料
館
で
見
学

し
て
い
る
。
飯
能
の

石
井
弥
四
郎
の
和
算

史
料
を
調
べ
て
い
る

時
に
こ
の
算
額
の
こ

と
が
出
て
き
た
。
つ

ま
り
、
弥
四
郎
が
こ

の
算
額
の
四
問
目
を

書
き
写
し
て
い
た
の

で
あ
る
。（
写
真
は
私
が
昔
撮
っ
た
も
の
） 

★
剣
持
章
行
の
「
改
略
暦
法
」。
天
保
十
五
年
頃
。
横

冊
の
資
料
で
剣
持
自
筆
。
剣
持
章
行
が
暦
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
い
う
。 

★
シ
ー
ボ
ル
ト
事
件
（
文
政
十
一
年
）
の
こ
と
が
パ

ネ
ル
に
少
し
あ
っ
た
。
伊
能
忠
敬
の
師
高
橋
至
時
の

長
男
景
保
が
シ
ー
ボ
ル
ト
の
持
つ
著
書
と
伊
能
図
を

交
換
し
た
こ
と
が
知
れ
、
景
保
は
投
獄
さ
れ
獄
死
し

た
。こ
の
後
、天
保
十
年
に
は
蛮
社
の
獄
が
起
こ
り
、

そ
の
後
高
野
長
英
は
悲
惨
な
最
期
を
遂
げ
る
。
科
学

の
発
展
の
裏
に
は
幾
多
の
犠
牲
も
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 
 

辱
知
弟
久
保
木
清
淵
拝
書 

印
印 

能
令
餘
慶
在
兒
孫 

知
是
勤
渠
不
朽
事 

地
域
成
圖
報
國
恩 

家
門
修
業
篤
前
烈 

 

（左から読む） 
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全
国
和
算
研
究
大
会
（
佐
野
大
会
） 

 

八
月
二
十
五
、二
十
六
日
全
国
和
算
研
究
大
会（
佐

野
大
会
）
が
栃
木
県
佐
野
市
の
郷
土
博
物
館
・
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
主
催
は
群
馬
県
和
算

研
究
会
（
私
も
会
員
！
）。 

 

私
は
都
合
が
あ
っ
て
初
日
の
み
の
参
加
だ
っ
た
の

が
残
念
。
名
簿
に
よ
る
と
参
加
者
は
六
十
八
名
。
全

国
か
ら
参
加
し
て
い
る
し
、
著
名
な
和
算
研
究
者
も

い
た
。
作
家
の
鳴
海
風
氏
も
見
か
け
た
。 

 

佐
野
市
の
郷
土
博
物
館
に
は
「
と
ち
ぎ
和
算
の
世

界
」
で
五
月
に
行
っ
た
ば
か
り
（
47
・
48
号
参
照
）。

そ
の
時
、
見
学
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
星
宮
神
社
と
も

う
一
社
の
見
学
を
す
る
た
め
に
早
め
に
家
を
出
た
。

星
宮
神
社
の
本
殿
の
周
り
巡
り
な
が
ら
、
日
本
最
古

の
算
額
は
ど
こ
に
掲
げ
て

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
思

い
を
め
ぐ
ら
し
た
。 

 

発
表
会
場
の
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
行
く
と
松
本
登
志

雄
さ
ん
が
い
た
の
で
挨
拶

す
る
と
、「
本
は
持
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
か
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
っ
た
。
実
は
事

務
局
か
ら
『
北
武
蔵
の
和
算
家
』（
拙
著
）
を
販
売
し

ま
せ
ん
か
と
言
わ
れ
て
い
た
。
ど
う
販
売
し
た
ら
良

い
か
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
一
応
十
冊
だ
け
持
参
し
た
。
行

っ
て
み
る
と
書
籍
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
心
配
無
用

で
あ
っ
た
。
事
務
局
の
田
部
井
さ
ん
と
も
話
し
、
何

も
手
伝
う
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
、
十
冊
を
預
け
て

売
れ
た
分
は
群
馬
和
研
に
寄
付
す
る
こ
と
に
し
た
。 

 

さ
て
、
初
日
の
研
究
発
表
の
内
容
を
示
す
。 

①
最
近
確
認
さ
れ
た
宮
城
県
内
の
算
額
に
つ
い
て 

②
岩
手
盛
岡
藩
の
和
算
と
算
額
に
つ
い
て 

③
池
田
の
定
理
に
つ
い
て 

④
阿
部
知
翁
図
に
つ
い
て 

⑤
『
算
法
諸
約
術
』
と
三
河
由
精
堂
和
算
塾 

⑥
和
算
の
成
立 

⑦
徳
川
日
本
の
算
学
か
ら
学
校
数
学
が
受
け
継
が
な

か
っ
た
こ
と 

 

私
は
、
③
④
⑦
な
ど
に
興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い

た
が
、
そ
の
場
で
全
て
を
理
解
す
る
と
い
う
の
は
難

し
く
、
途
中
か
ら
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

少
し
時
間
を
取
っ
て
じ
っ
く
り
レ
ジ
メ
を
読
ん
で
み

よ
う
か
と
も
思
う
。「
池
田
の
定
理
」
と
は
上
図
の
よ

う
な
も
の
で
、
平
山
諦
の
本
に
載
っ
て
い
た
の
で
知

っ
て
は
い
た
。池
田
と
は
池
田
貞
一（
化
政
期
の
人
）

で
白
石
長
忠
の
高
弟
。
三
卿
の
一
つ
清
水
家
に
仕
え

た
と
い
う
が
人
物
像
は
い
ま
一
つ
不
明
。
発
表
は
池

田
の
定
理
を
一
般
化
す
る
も
の
。
発
表
で
は
「
鈴
木

の
定
理
」
と
い
う
言
葉
も
出
て
き
た
が
、
こ
ち
ら
は

知
ら
な
い
言
葉
だ
っ
た
。 

 

独
り
よ
が
り
的
な
発
表
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
が
、

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
大
変
楽
し
い
会
で
あ
っ
た
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

オ
ス
プ
レ
イ
五
機
が
十
月
に
横
田
基
地
に
正
式

配
備
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
た
。
正
式
も
何
も
な
く
、

と
っ
く
に
上
空
を
飛
ん
で
い
る
。
最
近
は
夜
間
飛
行

に
も
な
っ
て
い
る
。
二
〇
二
四
年
頃
ま
で
に
は
十
機

態
勢
に
な
る
と
も
い
う
。 

こ
の
オ
ス
プ
レ
イ
は
事
故
が
怖
い
。
未
亡
人
製
造

機
と
揶
揄
さ
れ
る
。
見
る
と
機
体
は
大
き
く
、
そ
れ

に
対
し
て
プ
ロ
ペ
ラ
は
小
さ
く
思
え
る
。
ヘ
リ
と
飛

行
モ
ー
ド
の
切
替
も
難
し
そ
う
。
安
全
か
。
も
し
も

の
と
き
降
下
速
度
を
落
と
す
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
も
機
能
し
な
い
と
も
い
わ
れ
る
。
日
常
的
に
こ
の

不
安
の
中
に
住
む
の
か
。
実
に
怖
い
。 

（環状の円はシュタイナー円鎖） 


